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廃棄物処理先進事例調査

第22回 リファインバース株式会社 千葉工場

訪問日時 平成29年７月７日（金）13：30～

■概 要

本 社 東京都中央区日本橋人形町3-10-1

設 立 2003年12月

資 本 金 404,622,223円

代 表 者 代表取締役 越智 晶

業 務 内 容 再生樹脂の製造販売

リサイクルに関する新規事業開発

産業廃棄物の中間処理

工場所在地 千葉県八千代市大和田新田672-4

（本年７月に千葉県富津市新富52－３にて、

新拠点【リファインバースイノベーションセ

ンター】を新たに開設）

処理能力 48.72ｔ／日（24hr稼働時）

処分内容 切削による中間処理
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タイルカーペットはこれまで年間およそ

3000万㎡／年が製造され、ほぼ同量が廃棄

されて過去10年間その量は横ばいである。

リファインバース様では廃棄されるタイ

ルカーペットをただの産業廃棄物ではなく

原料と捉え〈廃棄〉と〈生産〉の２つを一

連のマテリアルサイクルでつなぐ独自モデ

ルをカーペット製造メーカーの協力を得て

ビジネスモデルとして確立させた。

また、中間処理の受託料金と製造した再

生樹脂販売料金のダブルインカムを成立さ

せている点が特徴的である。

タイルカーペットは１枚当たり重量比で

70～80％が裏地のバッキング層（塩ビ樹脂）

で残りが表地のパイル層（ナイロン、ＰＰ

など）となっている。

同社では全メーカーの製品が受け入れ可

能であるが、条件としてタイルカーペット

のバッキング層が塩ビ樹脂を使用している

製品であることが絶対条件である。

また汚れ・水分などについて受け入れ基

準を別途に設け、処分費は�、kgどちら

でも対応可能としており、分別状態や荷姿

（パレット積・バラ積）により個別に見積

対応している。

処理の流れとして

トラックスケールで計量

展開場でダンプ（荷下ろし）

検査（色・厚み・品質・汚れの程度）

選別（同形状の物をパレット積み）

切削（上下分離・粉体化・分級）

フレコン詰め（500㎏／袋）

出荷

となる。

※搬入にあたっては事前に搬入調整を行い、

持込み業者を待たせないよう努めている。

左：取締役 加志村様
右：事業開発部 佐藤様

タイルカーペット受入基準を示した資料

リファインバース㈱ 佐藤様の説明に聞き入る部会員達

塩見部会長の挨拶
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具体的な処理方法はタイルカーペットから独自の分離技術により表地（パイル層）と裏地（塩ビ樹脂部）

を切削することで上下を分離しながら、同時に樹脂部を粉体化・分級し再生塩ビコンパウンドを製造して

いる。
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製造した再生塩ビコンパウンドはリファインパウダーとして新たなタイルカーペットのバッキング材原

料として販売・使用されている。

パイル層は主にセメント向けなどの燃料として有価で取り扱われているが、将来は新たな技術を開発し

マテリアルリサイクルしたいと考えている。

金属加工の技術を応用した処理方法である【切削】

（分離と粉体化を行う技術）が非常に重要で、これだけ

の処理能力に関わらず15条施設に該当せず、設置許可も

不要となっている。

ちなみにこの再生樹脂を使用することで石油原料から

バージン材を製造する場合と比較するとエネルギー消費

量で86.7％、CO２排出量で90.0％の削減効果がある。

現在関東でのシェアがおよそ50～60％で年間20,000ト

ン強のタイルカーペットを再生処理している。今後は全

国各地や海外への拠点の展開も検討しているが、今月立ち上げた富津工場の安定稼働が優先される。ちな

みに海外ではタイルカーペットではなく、カーペットタイルとの名称が一般的である。

今月新たに竣工した富津工場では、再生樹脂の製造ラインに加え、製鉄メーカー向け製鋼副資材の製造

ラインを備えている。また自動車向けエアバッグのリサイクルラインの設置も今後行う予定となっている。

■まとめ

我々の身近なところでは廃棄物からRPFやフラフなどが

製造されていますが、用途は主に製紙やセメント向けの燃

料用で、このように再びタイルカーペットの製造原料とな

る付加価値の高い製品を製造（中間処理）されているとこ

ろが今まであまりなかったと感じます。品目もタイルカー

ペットに限定して処理を行うことで近隣の産廃業者と競合

することなく連携も取れているように思いました。タイル

カーペット一品目だけだと将来的に心配な面もありますが、先を見据えて建廃由来の製鋼副資材の製造や

自動車用エアバッグのリサイクルなどに取り組んでおられ、今後益々伸びていく企業様だと感じました。

当日はお暑い中またご多用のところ、事務所でのご説明、工場見学案内、質疑応答など大変ご丁寧な対

応を頂きました加志村様、佐藤様をはじめ工場スタッフの皆様に心より厚くお礼申し上げます。

（文責）石川 光一

切削後のタイルカーペットを確認する部会員達

吉村部会員の謝辞 取締役 加志村様と
事業開発部 佐藤様
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